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今日は、推薦出願についての概要を説明します。進路のしおりＰ４０にも、公立高校の一般受検（一般受

選抜）と推薦受検（推薦受検）について書かれています。 

 

推薦受検（推薦受験）は、公立高校と私立高校で内容が若干異なる部分もありますが、基本的には面接

試験によりその合否が判断されます（作文や筆記試験を課す学校もあります）。また、もし不合格（合格内

定にならなかった）になっても一般受験することができます。 

 

推薦受検の制度を見て、「面接だけで、筆記試験がないから楽だ」や「もし合格しなくても、もう一度一般 

受験できるので、２回チャンスができる」と思った人もいるかもしれませんが、そのような安易な理由で希望

するものではありません。 

まず、推薦受検するには、各高等学校が示す条件や、中央中学校の推薦基準に合致しなければなりませ

ん。その一部を紹介します。 

 

【公立高等学校】⇒自己推薦 

…中央中学校では、公立高等学校に推薦出願するとき、以下の基準が設けられています。 

○令和８年３月卒業見込みの者 

○出願先高等学校の「スクール・ポリシー」を理解し、自らが各学校が示す「入学者の受入れに関す 

る方針」に合うと考えている者で、出願する動機及び理由が明確である者 

        （例）市立札幌清田高等学校 三つの方針【スクール・ポリシー】 

             （１）育成を目指す資質・能力に関する方針 

（２）教育課程編成及び実施に関する方針 

（３）入学者の受入れに関する方針〔普通科普通コース〕 

    単位制普通コースの趣旨を理解し、次のいずれかに該当する生徒 

    ・将来の進路に関する目的意識が明確で、その達成に向けて努力を惜しまない生徒 

    ・部活動など様々な分野で活躍し、入学後も引き続き意欲をもって継続できる生徒 

    ・広く世界に関心をもち、グローバルな視点で活躍することを目指す生徒 

      ○当該学科に対する適性、興味・関心及び学習意欲を有する者 

      ○その高校へ進学することを第一希望とし、合格後必ず入学する意思のある者 

      ○入学者選抜試験（一般受験）を受けても、合格に十分な学力を有している者 

★全ての公立高等学校に推薦選抜の制度があるわけではありません。 

★進路のしおりにも記載されていますが、「自己推薦書」、「個人調査書」、「面接の結果」などを総 

合的に評価して合格者（合格内定者）を決定します。 

 
【私立高等学校】⇒学校推薦または自己推薦 

…中央中学校では、私立高等学校に推薦出願するとき、以下の基準が設けられています。 

（１）学校推薦：中央中学校を代表する生徒 

○令和８年３月卒業見込みの者 

○各校が示す推薦出願の基準に達している者（例：Ｃランク以上／欠席は３年間で３０日以内など） 

      ○その高校へ進学することを第一希望とし、合格後必ず入学する意思のある者 

      ○中学校生活において生活面・行動面で規範的な生活を心がけている者 
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      ○学校生活を中心とした諸活動において、優れた実績のある者 

      ○中央中学校の推薦生徒として、自覚をもって高校３年間を意欲的に過ごせる者 

      ★学校推薦の希望者は、校内の委員会で検討され、学校長の面接を経て最終的に判断されます。 

        大変厳しい審査のため、希望が叶わないこともあり得ます。（※進路のしおりＰ４２参照） 

      ★全ての私立高等学校に学校推薦制度があるわけではありません。 

 

    （２）自己推薦 

○令和８年３月卒業見込みの者 

○各校が示す推薦出願の基準に達している者（例：Ｃランク以上／欠席は３年間で３０日以内など） 

○当該学科に対する適性、興味・関心及び学習意欲を有する者 

      ○その高校へ進学することを第一希望とし、合格後必ず入学する意思のある者 

      ○入学者選抜試験（一般受験）を受けても、合格に十分な学力を有している者 

★全ての私立高等学校に自己推薦制度があるわけではありません。 

 

【推薦出願は、担任の先生の助言を含めて慎重に考え、保護者の方とも十分に話し合ってください。】 

 

 

 

 

 

１学期に「進路のしおり」を配布しましたが、活用していますか？ 

あらためて紹介しますが、進路のしおりは、札幌市中学校進路指導協議会が編集、発行しているもので、

札幌市の中学生に向けて進路に関する様々な情報が掲載されています。 

 

進路のしおりを上手に活用するために、様々なページを見てほしいと思います。もちろん、現在志望校とし

て考えている学校や、興味・関心のある学校のページはしっかり見ておきましょう。 

進路のしおりの内容は、大きく３つに分かれています。 

 

（Ⅰ）進路設計編 … 進路全般や受験についてなど幅広い情報が掲載されています。 

 

（Ⅱ）学校探究編 … 札幌近郊の高等学校等の情報が掲載されています。現在、興味・関心の 

ある学校のページを見て、次のようなことを確認してみましょう。 

 

・学校の正式名称、設置課程（全日制・定時制等）、設置学科（普通科、職業科等） 

・所在地、周辺地図、交通機関 

・校訓、教育目標、教育方針 

・学校の特色、カリキュラムの特徴、部活動、進路状況等 

 

（Ⅲ）活  用  編 … 進路に対する考えをまとめるページ 

 

  この時間では、別紙「興味・関心のある学校についてまとめてみよう」に、現在志望校として考えている学

校や、興味・関心のある学校について、下の項目を参考にしながら記入してみましょう。 

  

  ○進路のしおりの各学校のページを見て、その内容をまとめる。 

  ○さらに内容を追加したり確認する場合は、Chromebookで各学校のホームページを閲覧してみる。 

   ○学校説明会などに参加した場合は、そのときの様子やわかったことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

「進路のしおり」、活用していますか？ 


